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年
度
に
実
施
し
た
主
な
事
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７２７子
育
て
支
援
・
教
育

◆
子
ど
も
医
療
費
助
成
《
２
億
９
６
０
９
万
円
》

◆
新
設
さ
れ
た
寺
池
台
保
育
園
を
含
む
民
間
保
育
所
へ
の
運
営
費
補
助

《
　
億
６
５
４
７
万
円
》

１２
◆
ク
ラ
ス
数
を
増
や
す
た
め
の
学
童
ク
ラ
ブ
施
設
の
整
備

《
２
０
６
９
万
円
》

◆
４
地
区
に
分
け
た
中
学
校
校
区
に
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

を
配
置
《
９
１
１
万
円
》

防
災
・
安
全

◆
救
助
工
作
車
の
購
入
《
１
億
６
７
６
２
万
円
》

◆
浸
水
想
定
区
域
内
２
カ
所
に
新
た
に
同
報
系
防
災
無
線
を
設
置

《
２
２
９
４
万
円
》

◆
大
規
模
災
害
時
の
業
務
継
続
計
画
の
策
定
《
５
２
４
万
円
》

保
健
福
祉
・
医
療

◆
妊
婦
健
康
診
査
の
助
成
、
特
定
不
妊
治
療
費
の
一
部
補
助

《
７
５
８
１
万
円
》

◆
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実
《
７
０
４
５
万
円
》

ま
ち
づ
く
り

◆
若
松
地
区
公
共
施
設
再
整
備
事
業
の
実
施
《
　
億
７
５
８
６
万
円
》

１０

◆
道
路
ス
ト
ッ
ク
総
点
検
に
基
づ
く
計
画
的
な
道
路
の
補
修

《
４
２
５
３
万
円
》

◆
金
剛
地
区
の
活
性
化
に
向
け
た
金
剛
地
区
再
生
指
針
の
策
定

《
４
２
７
万
円
》

環
境
対
策
・
産
業
振
興

◆
消
費
喚
起
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
「
富
田
林
市
き
ら
め
き
商
品
券
」
の
発

行
《
１
億
４
９
９
７
万
円
》

◆
金
剛
き
ら
め
き
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
《
４
４
５
万
円
》

◆
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
に
対
す
る
補
助
《
１
２
３
５
万
円
》

都
市
魅
力
の
創
生

◆
富
田
林
市
へ
の
移
住
促
進
の
た
め
の
近
居
同
居
促
進
給
付
金
の
支
給

《
４
０
７
０
万
円
》

◆
妊
娠
の
届
け
出
を
し
た
人
に
お
祝
い
品
を
贈
呈
《
１
９
８
７
万
円
》

◆
若
者
を
対
象
と
し
た
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
の
開
催
《
１
４
８
万
円
》

◆
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
富
田
林
き
ら
め
き
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
の
開
設

《
４
７
６
万
円
》

　一般会計と六つの特別会計を合わせた決算額は、

歳入が７０４億８０６万円、歳出が６９３億４３００万円でした。

　翌年度へ繰り越して使う１億２５１９万円を差し引

いた実質収支額は９億３９８７万円で、２８年度に使うお

金として繰り越しました。



３

■
一
般
会
計
■

　
一
般
会
計
の
歳
入
は
４
０
３

億
４
８
７
５
万
円
、
歳
出
は
３

９
６
億
５
３
０
１
万
円
で
し

た
。
　
翌
年
度
へ
繰
り
越
し
て
使
う

お
金
１
億
２
５
１
９
万
円
を
差

し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
５
億

７
０
５
５
万
円
の
黒
字
と
な
り

ま
し
た
。

健全化判断比率などを公表します

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき、本市の２７年度決算における健全化判断比率（実質赤字比率、連結実質

赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率）と資金不足比率を算定しました。

　「実質赤字比率」とは、一般会計などの赤字の程度を指標化したもので、国民健康保険などの公営事業会計も含めて指標化し

たものを「連結実質赤字比率」といいます。実質赤字比率と連結実質赤字比率は、全会計の実質収支の合計で赤字が発生して

いないため、数値はありません。

　「実質公債費比率」とは、地方公共団体における地方債の償還による財政負担の度合いを判断する指標です。公営企業の元利

償還金への一般会計からの繰出金を算入するなど、従来の起債制

限比率を見直したものとなっています。２７年度の実質公債費比率

（２５～２７年度の３カ年平均）は－０.３㌫です。

　「将来負担比率」とは、将来への負担（地方債残高、退職手当支

給見込額など）の割合を指標化したもので、地方債残高と退職手

当支給見込額などを分子とし、地方公共団体が標準的な行政活動

をするために必要な一般財源総量（元利償還金等に係る交付税算

入額を除く）を分母として計算します。２７年度は、将来への負担

が発生していないため、数値はありません。

　資金不足比率は、公営企業会計（本市では水道事業と公共下水

道事業）についての指標ですが、２７年度決算で資金不足が生じて

いないため、いずれも数値はありません。

　
ま
た
、
　

年
度
実
質
収
支
か

２７

ら
　
年
度
実
質
収
支
を
引
い
た

２６
単
年
度
収
支
額
に
つ
い
て
は
１

億
　
万
円
の
赤
字
と
な
り
ま
し

９１
た
。
　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
市
税

が
１
３
４
億
５
５
８
８
万
円
で

歳
入
全
体
の
　
・
４
㌫
を
占
め

３３

て
お
り
、
昨
年
度
の
１
３
４
億

９
７
１
２
万
円
に
比
べ
て
４
１

２
４
万
円
（
０
・
３
㌫
）
の
減

収
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
税
率
の

改
正
に
よ
る
法
人
市

民
税
の
減
収
な
ど
が

主
な
要
因
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
消
費
税
率

引
き
上
げ
に
伴
い
、

地
方
消
費
税
交
付
金

が
昨
年
度
の
　
億
４

１２

４
８
９
万
円
に
比
べ

て
９
億
３
８
３
７
万

円
（
　
・
４
㌫
）
増

７５

額
さ
れ
、　

億
８
３

２１

２
６
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
歳
出
の
　
・
１
㌫

４６

を
占
め
る
民
生
費

は
、
寺
池
台
保
育
園

開
園
や
学
童
ク
ラ
ブ

の
施
設
整
備
、
高
齢

化
に
伴
う
介
護
保

険
・
後
期
高
齢
者
医

療
の
各
特
別
会
計
へ

の
繰
出
金
の
増
加
な

ど
に
よ
り
、
昨
年
度

に
比
べ
て
１
億
１
８

２
３
万
円
（
０
・
７

㌫
）
増
の
１
８
２
億
６
３
７
８

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
消
費
喚
起
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
「
富
田
林
市
き
ら
め

き
商
品
券
」
の
発
行
な
ど
に
よ

り
、
商
工
費
が
１
億
８
０
２
４

万
円
（
１
０
７
・
０
㌫
）
増
の

３
億
４
８
６
５
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

■
特
別
会
計
■

　
国
民
健
康
保
険
事
業
、
公
共

下
水
道
事
業
な
ど
六
つ
の
特
別

会
計
の
う
ち
、
財
産
区
を
除
く

五
つ
の
特
別
会
計
に
対
し
て
、

一
般
会
計
か
ら
一
定
の
お
金
が

繰
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
実
質
収
支
は
介

護
保
険
事
業
で
は
３
２
５
３
万

円
、
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
で

は
５
３
６
６
万
円
、
南
河
内
広

域
行
政
共
同
処
理
事
業
で
は
８

３
１
万
円
、
公
共
下
水
道
事
業

で
は
５
億
６
０
７
７
万
円
の
黒

字
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
国
民

健
康
保
険
事
業
で
は
２
億
８
５

９
５
万
円
の
赤
字
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
地
方
債
残
高
は
、
一
般
会
計

が
２
６
７
億
１
７
７
２
万
円
、

特
別
会
計
が
１
８
３
億
２
３
０

万
円
、
合
わ
せ
て
４
５
０
億
２

０
０
２
万
円
で
、
昨
年
度
よ
り

３
億
１
３
９
１
万
円
減
っ
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
財
政
課
（
内
線

３
３
６
）



４

　
水
道
事
業
収
益
（
収
益
的
収

入
）
は
、
昨
年
度
に
比
べ
て
２
・

６
㌫
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
給
水
収
益
に
つ
い
て

は
、
給
水
人
口
の
減
少
な
ど
に

よ
り
昨
年
度
に
比
べ
３
・
８
㌫

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
水
道
事
業
費
用
（
収
益
的
支

出
）
は
、
会
計
制
度
の
変
更
に

よ
る
特
別
損
失
分
等
の
減
少
も

あ
り
、
昨
年
度
に
比
べ
て
０
・

９
㌫
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
収
益
的
収
支
で

は
３
億
４
８
８
４
万
円
の
純
利

益
が
生
じ
ま
し
た
。
前
年
度
繰

越
利
益
剰
余
金
１
億
３
２
５
０

万
円
と
そ
の
他
未
処
分
利
益
剰

余
金
変
動
額
３
億
円
を
合
わ
せ

た
　
年
度
末
の
未
処
分
利
益
剰

２７
余
金
は
、
７
億
８
１
３
４
万
円

と
な
り
ま
す
。

　
資
本
的
収
支
の
不
足
額
５
億

７
７
８
７
万
円
は
、　

年
度
分

２７

消
費
税
資
本
的
収
支
調
整
額
６

３
３
０
万
円
、
減
債
積
立
金
１

億
５
０
０
０
万
円
、
建
設
改
良

積
立
金
１
億
５
０
０
０
万
円
、

過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金

２
億
１
４
５
７
万
円
で
補
て
ん

し
ま
し
た
。

　
企
業
債
の
年
度
末
残
高
は
　２８

億
５
３
１
６
万
円
で
す
。

　
な
お
、
安
全
・
安
定
供
給
な

ど
の
た
め
、　

年
度
に
実
施
し

２７

た
主
な
工
事
な
ど
は
次
の
と
お

り
で
す
。

■
老
朽
化
対
策
事
業
　

・
梅
の
里
二
丁
目
水
道
管
敷
設

替
え
工
事

・
南
旭
ケ
丘
町
水
道
管
敷
設
替

え
工
事

・
高
辺
台
一
丁
目
水
道
管
敷
設

替
え
工
事

■
災
害
対
策
事
業

・
堺
市
と
の
間
で
緊
急
時
用
連

絡
管
を
新
た
に
敷
設

・
災
害
お
よ
び
断
水
時
の
給
水

活
動
の
た
め
の
自
動
飲
料
水
袋

詰
機
を
新
た
に
購
入

問
い
合
わ
せ
　
上
下
水
道
総
務

課
（
内
線
２
５
３
）
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２７年度

さ
れ
ま
せ
ん
。

登
録
有
効
期
限
　
　
月
１
日


１２

～
　
年
　
月
　
日


３０

１１

３０

報
酬
　
一
日
に
つ
き
、
条
例
で

定
め
る
額

申
し
込
み
　
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
で
配
布
す
る
登
録
申
込

書
お
よ
び
応
募
動
機
記
入
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、　

月
１１

　
日

（
必
着
）
ま
で
に

５

２５８
４
・
８
５
１
１
　
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
（
内
線
４
８
６
）

へ
（
郵
送
可
）

※
同
申
込
書
な
ど
は
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
の
各
課
の
ペ
ー
ジ

「
選
挙
管
理
委
員
会
」
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

※
同
事
務
局
で
審
査
の
上
、
登

録
者
を
決
定
し
ま
す
。
ま
た
、

同
立
会
人
は
登
録
者
の
中
か
ら

選
挙
ご
と
に
同
事
務
局
で
選
任

（
希
望
日
が
重
複
す
る
場
合
は

抽
選
）
し
、
選
任
者
に
は
選
挙

期
日
の
２
～
３
週
間
前
に
通
知

し
ま
す
。

※
登
録
を
さ
れ
て
も
選
挙
が
執

行
さ
れ
な
い
な
ど
に
よ
り
立
会

人
と
し
て
従
事
し
て
い
た
だ
け

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
選
任
者
に
は
制
度
な
ど
の
説

明
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
の

で
、
そ
の
際
は
出
席
し
て
く
だ

さ
い
。

期
日
前
投
票
所
投
票
立
会
人
を

追
加
募
集
し
ま
す

　
今
年
か
ら
選
挙
権
年
齢
が
　１８

歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

学
生
の
皆
さ
ん
を
含
め
た
若
い

世
代
の
皆
さ
ん
に
選
挙
や
政
治

に
も
っ
と
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
期
日
前
投
票
所
投

票
立
会
人
の
希
望
者
名
簿
へ
の

登
録
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。
選
挙
が
あ
る
ご
と
に
、

登
録
さ
れ
た
人
の
中
か
ら
同
委

員
会
が
立
会
人
を
選
任
し
ま
す
。

従
事
時
間
　
午
前
８
時
　
分
～

１５

午
後
８
時
　
分
　

１５

※
休
憩
は
交
代
で
適
宜
取
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
が
、
施
設
外
へ

出
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
　
市
役
所
、
金
剛
連
絡

所
２
階
ホ
ー
ル

内
容
　
同
投
票
所
の
投
票
事
務

が
公
正
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
立

ち
会
い
、
投
票
所
閉
鎖
後
に
投

票
録
へ
署
名

対
象
者
　
本
市
に
住
民
登
録
を

し
、
選
挙
権
が
あ
る
　
～
　
歳

１８

３０

の
人
　

※
積
極
的
に
特
定
の
候
補
者
の

選
挙
運
動
に
携
わ
っ
て
い
る
人

や
候
補
者
の
親
族
な
ど
は
除
き

ま
す
。

※
登
録
有
効
期
限
内
に
、　

歳
１８

に
な
る
人
も
登
録
は
で
き
ま
す

が
、　

歳
に
な
る
ま
で
は
選
任

１８



５

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

　
市
政
や
公
益
に
関
し
て
功
績

の
あ
っ
た
人
と
団
体
を
　
月
３

１１

日
の
文
化
の
日
に
、
す
ば
る

ホ
ー
ル
で
表
彰
し
ま
す
。
表
彰

を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
次
の
皆

さ
ん
で
す
。（
順
不
同
、
敬
称
略
）

■
有
功
賞

堂
山
　
博
也
　
　
谷
川
町

■
功
労
賞

自
治
振
興
功
労
賞

阪
井
　
基
二
　
　
平
町

谷
　
　
忍
　
　
　
寿
町

東
條
ホ
タ
ル
を
守
る
会

教
育
文
化
功
労
賞
　

髙
田
　
昇
　
　
　
大
阪
市

田
中
　
喜
世
子
　
宮
甲
田
町

日
原
　
輝
子
　
　
南
旭
ケ
丘
町

南
　
　
三
岐
男
　
龍
泉

公
安
防
災
功
労
賞

浦
田
　
豊
子
　
　
甲
田

武
山
　
允
亮
　
　
富
田
林
町

 
倉
　
幸
代
　
　
南
大
伴
町

森
井
　
義
弘
　
　
錦
織
北

医
療
法
人
正
清
会
金
剛
病
院

産
業
振
興
功
労
賞

石
橋
　
秀
友
　
　
千
早
赤
阪
村

杉
本
　
榮
次
郎
　
中
野
町
東

余
保
　
英
代
　
　
若
松
町

福
祉
衛
生
功
労
賞

飯
田
　
昭
夫
　
　
藤
沢
台

井
畑
　
靖
子
　
　
高
辺
台

上
野
　
克
己
　
　
藤
沢
台

大
橋
　
甲
三
郎
　
向
陽
台

木
下
　
 
太
郎
　
喜
志
新
家
町

國
司
　
隆
子
　
　
加
太

榊
原
　
ふ
み
よ
　
喜
志
町

立
石
　
晶
子
　
　
梅
の
里

田
中
　
操
　
　
　
楠
風
台

遠
坂
　
史
代
　
　
若
松
町

中
尾
　
潔
司
　
　
梅
の
里

前
田
　
千
惠
子
　
錦
織
東

道
 
　
智
世
子
　
佐
備

拡
大
写
本
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
「
ゆ
め
の
会
」

川
面
地
区
福
祉
委
員
会

地
域
応
援
団

問
い
合
わ
せ
　
秘
書
課
（
内
線

３
１
２
）

　
年
度

２８功
績
を
た
た
え
　
人
と

２７

５
団
体
を
表
彰

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表
彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰

市
表
彰
式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式

四季雑感   
                              富田林市長　多田　利喜

　秋たけなわとは、今の時期をさす言葉だと思

いますが、夏の厳しい暑さからも解放され、冬

の訪れまでしばらく猶予があるこの時期は、一

年を通して最も活動的になれます。

　中でも秋祭りは市内各地で 地  車 が曳行され、
だん じり

多くの若者が法被姿で元気はつらつと輝く姿

は、少子化時代の中で将来に希望を持たせてく

れるものと期待感が高まります。

　今年は、地車を新調された地域もあり、ここ

数年を振り返っても、数地区で新調や修復がな

されており、それぞれで地域の活性化につな

がっていることをうれしく思います。

　お世話をいただく関係者の皆さんのご苦労

は大変なものがあるとお察しいたしますが、地

域コミュニティーの低下が懸念されている昨

今、何とか存続・発展させていただきたいと願

うものです。

　市内各地で諸行事が数多く開催される中、あ

ちらこちらで市民の皆さんの笑顔があふれて

いることと思います。

　読書の秋、食欲の秋、そして紅葉の美しさ、

さあ「秋」を存分にお楽しみください。

減

玄

源

現

験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験

験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験

元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元

元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元

　
９
月
の
第
３
回
市
議
会
定
例

会
の
同
意
を
受
け
、　

月
１
日

１０

付
で
監
査
委
員
に
中
川
　
元
さ

ん
（
　
歳
）
が
選
任
さ
れ
、
ま

５９

た
代
表
監
査
委
員
に
就
任
さ
れ

ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
　
監
査
委
員
事
務

局
（
内
線
4
９
１
）

監
査
委
員
が

選
任
さ
れ
ま
し
た

　
本
市
で
は
、「
臨
時
福
祉
給
付

金
」
と
「
障
害
・
遺
族
基
礎
年

金
受
給
者
向
け
給
付
金
」
の
申

請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
各
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る

た
め
に
は
、
申
請
が
必
要
で
す

の
で
、
該
当
者
は
市
ま
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
支
給
対
象
者

か
ど
う
か
の
確
認
や
申
請
書
が

必
要
な
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
各
課
の
ペ
ー
ジ
「
地
域
福
祉

課
」
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き

ま
す
。
ま
た
、
支
給
対
象
者
の

要
件
も
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
同

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
　
　
年
３
月
１
日


２９

ま
で
に
、
申
請
書
に
必
要
書
類

を
添
え
て
、
郵
送
で

５
８

４
・
８
５
１
１
　
市
役
所
臨
時

福
祉
給
付
金
支
給
担
当
へ

※
市
役
所
2
階
特
設
受
付
へ
の

持
参
も
可
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
、　

月
　
日

～
　
年
１
月

１２

２９

２９

３
日

を
除
く
午
前
９
時
～
午

後
５
時
　
分
）。

３０

※
金
剛
連
絡
所
2
階
特
設
受
付

は
　
月
　
日
を
も
っ
て
終
了
し

１０

３１

ま
し
た
。

給
付
金
を
装
っ
た
詐
欺
な
ど
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
給
付
金
の
支
給
手
続
き
で
、

市
役
所
の
職
員
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現

金
自
動
預
払
機
）
を
利
用
す
る

よ
う
指
示
し
た
り
、
預
（
貯
）

金
口
座
の
暗
証
番
号
を
聞
き
出

し
た
り
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ

り
ま
せ
ん
。

　
実
際
に
府
内
で
給
付
金
詐
欺

と
思
わ
れ
る
電
話
や
メ
ー
ル
が

送
ら
れ
て
き
た
と
い
う
事
案
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
不
審
な
電

話
や
メ
ー
ル
な
ど
が
あ
っ
た
場

合
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
や
市

役
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
給
付
金
専
用

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
〔

0
5
7

0
（
0
7
7
）
7
6
5
〕

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨
時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時
福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福
祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉
給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給
付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障
害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺
族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族
基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基
礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年

「
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金

受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受
給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給
付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金

受
給
者
向
け
給
付
金
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」　

申
請
を
受
け
付
け
て
  

い
ま
す



６

　
9
月
３
日
、
台
風
　
号
に
よ

１０

り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
岩
手

県
大
槌
町
よ
り
支
援
要
請
が

あ
っ
た
こ
と
を
受
け
、
本
市
で

は
、
直
ち
に
市
の
災
害
用
備
蓄

物
資
を
市
職
員
2
人
が
搬
送
し

ま
し
た
。

　
提
供
し
た
物
資
は
、
土
の
う

袋
３
０
０
０
枚
、
給
水
袋
２
０

０
０
枚
、
ボ
ト
ル
水
５
０
０

本
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
　
枚
（
　

１２

１０

㍍
×
　
㍍
）、
ト
ラ
ロ
ー
プ
１
０

１０

０
㍍
で
す
。

　
あ
わ
せ
て
、
市
社
会
福
祉
協

議
会
よ
り
土
の
う
袋
２
０
０
０

枚
を
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
再
度
支
援
要
請
が

あ
り
、
土
の
う
袋
５
０
０
０

枚
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
１
０
０

枚
、
給
水
袋
１
０
０
０
枚
を
大

槌
町
へ
送
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
議
会
も
全
議
員
の

私
費
に
よ
り
義
援
金
　
万
円
を

５０

寄
付
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
　
危
機
管
理
室

（
内
線
９
５
０
１
）

　
全
国
一
斉
に
、
全
国
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム
「
Ｊ－

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ

Ｔ
（
ジ
ェ
イ
ア
ラ
ー
ト
）」
を

用
い
た
情
報
伝
達
訓
練
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　
本
市
で
も
「
Ｊ－

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ

Ｔ
」
で
受
信
し
た
緊
急
地
震
速

報
な
ど
の
訓
練
放
送
を
災
害
危

険
区
域
や
市
立
小
学
校
な
ど
市

内
　
カ
所
に
設
置
し
て
い
る
防

４３
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災
無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無
線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線線
ににににににににににににににににににににに
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

防
災
無
線
に
よ
る
           

訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓訓
練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練練
放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放
送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送
ををををををををををををををををををををを
実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実
施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施
ししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままま

訓
練
放
送
を
実
施
し
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

災
無
線
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

●
緊
急
地
震
速
報
訓
練

と
き
　
　
月
４
日

、
午
前
　
 

１１

１０

時
頃

●
全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練

と
き
　
　
月
　
日

、
午
前
　

１１

２９

１１

時
頃

※
た
だ
し
、
気
象
・
地
震
活
動

の
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
は
、
訓

練
用
の
緊
急
地
震
速
報
の
発
表

を
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
　
危
機
管
理
室

（
内
線
９
５
０
３
）

台
風
　
号
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
 

１０

大
槌
町
へ
支
援
を
し
ま
し
た

　国の地方創生総合戦略では、人口減少・少子化対策の一

環として、結婚から妊娠、出産、子育てまでの切れ目のな

い支援の強化を掲げています。

　本市では、結婚を真剣に考える若者世代に出会いの場を

提供し、結婚へのきっかけとしていただくとともに、将来

結婚された際には、優良な居住環境の下で安心して子育て

ができる本市への定住を働き掛けるため、本市主催の婚活

パーティーを２８年度中に５回開催します。

　このたび、第２回目のパーティー「幻想的なクリスマス

を先取り♪イルミネーション婚活 in 金剛」および「親の婚

活でお子様の結婚を応援～代理お見合い交流会 in すばる

ホール」を次のとおり開催しますので、ぜひご参加ください。

●「幻想的なクリスマスを先取り♪イルミネーショ

ン婚活 in 金剛」

とき　１２月１８日、午後３時～受け付け

※午後２時３０分、近鉄長野線富田林駅発の無料送迎バスを

ご利用ください。

ところ　金剛連絡所２階大ホール

対象者　結婚を真剣に考える２０歳からおおむね４０歳までの

人

定員　男女各２０人程度（申し込み先着順）

参加費　男性＝３０００円、女性＝１０００円

申し込み　１１月１４日、午前１１時～、㈱エクシオジャパン

（受託事業者）〔０５０(５５３１)９４５１〕へ

※必ず参加者本人が申し込んでください。

※㈱エクシオジャパン申し込み専用ホームページ〔http://

www.exeo-japan.co.jp/ex_special/161218_tondabayashi/〕

からも申し込みできます。

※電話で申し込む場合は、まず「富田林市の婚活パー

ティー」の申し込みである旨をお伝えください。

●「親の婚活でお子様の結婚を応援～代理お見合い
交流会 in すばるホール」

とき　２９年２月２６日

ところ　すばるホール３階会議室３

対象者　２０歳からおおむね４５歳までの独身のお子様がおら

れる親

定員　各１５人程度（申し込み先着順）

参加費　２５００円

申し込み　１１月１４日、午前１１時～、㈱エクシオジャパン

（受託事業者）〔０５０(５８０４)０３２０〕へ

※必ず参加者本人が申し込んでください。

※㈱エクシオジャパン申し込み専用ホームページ〔http://

www.oyanoomiai.com/collaboration/〕からも申し込みでき

ます。

※電話で申し込む場合は、まず「富田林市の親婚活」の申

し込みである旨をお伝えください。

※その他詳しくは、㈱エクシオジャパンホームページ

〔http://exeo-japan.co.jp/〕をご覧ください。

※事業に関するお問い合わせは都市魅力創生課（内線４２０）

へ。

♪市主催の婚活パーティー・親婚活を開催します♪

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
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年
４
月
１
日

か
ら
保
育

２９
所
へ
入
所
を
希
望
さ
れ
る
人
を

次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

■
入
所
基
準

　
保
護
者
の
い
ず
れ
も
が
次
の

条
件
に
あ
る
場
合
（
た
だ
し
、

そ
の
児
童
を
保
育
で
き
る
人
が

い
る
場
合
を
除
き
ま
す
）
。

・
家
庭
外
で
仕
事
を
し
て
い
る

・
家
庭
内
で
児
童
と
離
れ
て
日

常
の
家
事
以
外
の
仕
事
を
し
て

い
る

・
出
産
前
後
（
お
お
む
ね
８
週

間
）

・
病
気
や
け
が
、
ま
た
は
心
身

に
障
が
い
が
あ
る

・
家
庭
に
長
期
に
わ
た
る
病
気

の
人
や
心
身
に
障
が
い
の
あ
る

人
が
い
る
た
め
常
時
介
護
を
し

て
い
る
（
別
居
親
族
の
介
護
含

む
）

・
火
災
や
風
水
害
な
ど
の
災
害

に
よ
り
そ
の
復
旧
に
あ
た
っ
て

い
る

※
そ
の
他
、
求
職
活
動
や
職
業

訓
練
、
通
学
な
ど
も
入
所
基
準

に
該
当
し
ま
す
。

■
申
込
書
の
配
布

　
　
月
９
日

～
、
こ
ど
も
未

１１

来
室
、
各
保
育
所
、
金
剛
連
絡

所
で
配
布
し
ま
す
。

■
必
要
書
類

　
入
所
申
込
書
、
保
育
を
必
要

と
す
る
証
明
書
（
就
労
証
明
な

ど
）
、
児
童
健
康
問
診
票
、
家
庭

の
状
況
届

※
保
育
を
必
要
と
す
る
証
明
書

は
、
　

歳
未
満
の
同
居
の
祖
父

６５

母
に
つ
い
て
も
必
要
で
す
。

※
求
職
活
動
で
の
申
し
込
み
の

場
合
は
、
求
職
活
動
内
容
が
確

認
で
き
る
書
類
と
１
カ
月
以
上

の
活
動
報
告
が
必
要
で
す
。

■
受
け
付
け
と
面
接

・
第
１
次
＝
　
月
７
日

～
　

１２

２２

日


・
第
２
次
＝
　
年
１
月
　
日


２９

１６

～
２
月
　
日


１７

※
い
ず
れ
も
市
役
所
２
階
こ
ど

も
未
来
室
で
受
け
付
け
。
土
・

日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
。
た
だ

し
、
　

月
　
日

と
　
日

は

１２

１７

１８

受
け
付
け
ま
す
。

※
子
ど
も
を
同
伴
し
、
母
子
健

康
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
入
所
の
承
諾

　
入
所
基
準
に
よ
り
、
第
1
次

受
け
付
け
分
か
ら
順
次
選
考
し

ま
す
。
第
2
次
受
け
付
け
は
、

残
り
の
枠
で
の
選
考
と
な
り
ま

す
。

■
結
果
通
知

　
第
１
次
受
け
付
け
分
は
　
年
２９

１
月
下
旬
に
、
第
２
次
受
け
付

け
分
は
３
月
中
旬
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

※
な
お
、
定
員
に
余
裕
の
な
い

場
合
な
ど
は
、
待
機
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
未
来
室

（
内
線
２
９
２
、
２
９
４
）

１１月は児童虐待防止推進月間です　
～児童虐待かもと思ったら…児童相
談所全国共通ダイヤル〔 189 〕へ～

いちはやく

　児童虐待とは、親または親に代わる保護者が

子どもの心身を傷つけるなど、健全な成長や発

達を妨げる行為のことをいいます。

　本市では、関係機関が連携し、「要保護児童対

策地域協議会」を設置し、虐待の防止や状況の

改善に努めています。

身近にこんな子どもはいませんか

○不自然なあざや傷がある

○衣服や体がいつも汚れている

○暗くなっても外を歩き回り家に帰りたがらな

い

○長時間、外やベランダなどに出されている

　児童虐待の早期発見には、皆さんからの通告

が必要です。通告者や相談者のプライバシーは

厳守されますので、虐待を受けていると思われ

る子どもを見つけたときやご自身が子育てなど

で悩んだときは、次の機関にご連絡ください。

■こども未来室（内線２０６～２０８、祝日を除く月

～金曜日、午前９時～午後５時３０分）

■児童相談所全国共通ダイヤル〔１８９、３６５日、

２４時間〕

■子どもの虐待ホットライン（相談専用）〔０６

(６７６２)００８８、祝日を除く月～金曜日、午前１１時

～午後５時〕

問い合わせ　こども未来室（内線２０７）

友
達
い
っ
ぱ
い
楽
し
い
保
育
所

《《《《《《《《《《《《《《《《《《《《《

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育
所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所
入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入
所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
ののののののののののののののののののののの
受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
》》》》》》》》》》》》》》》》》》》》》

《
　
年
度
保
育
所
入
所
者
の
受
け
付
け
》
　
　
　

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９２９

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第
１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１
次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次
ははははははははははははははははははははは

月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日

ままままままままままままままままままままま

　
　
　
　
第
１
次
は
　
月
７
日

～
　
日

ま
でででででででででででででででででででででで

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２１２

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２

　
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
負
担
し

て
い
た
だ
く
保
育
料
は
、
保
育

事
業
を
運
営
し
て
い
く
上
で
の

基
幹
と
な
る
大
切
な
財
源
で

す
。
保
育
所
の
保
育
料
の
額
は

保
護
者
の
所
得
の
状
況
に
よ
り

応
能
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
保
育
料
は
納
付
期
限
内
に
必

ず
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
未
納
付
者
に
対
し
て
は
、
督

促
状
の
送
付
や
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
電
話
連
絡
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
な
お
未
納
付

と
な
っ
て
い
る
人
を
対
象
と
し

て
児
童
手
当
か
ら
の
特
別
徴
収

（
天
引
き
）
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

保
育
料
の
納
付
は
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
保
育
所
の
保
育
料
や
学
童
ク

ラ
ブ
の
利
用
料
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
銀
行
や
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
の
納
付
を
お
願

い
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
た

び
、
銀
行
口
座
な
ど
か
ら
の
引

き
落
と
し
が
ご
利
用
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
所
属
の
保
育
所
、
学
童
ク
ラ

ブ
か
ら
案
内
チ
ラ
シ
を
配
布
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
未
来
室

（
内
線
２
９
２
、
２
９
４
）

保
育
料
は
期
限
内

保
育
料
は
期
限
内
にに

納
付
し
て
く
だ
さ

納
付
し
て
く
だ
さ
いい

～
口
座
振
替
が
ご
利
用
い

～
口
座
振
替
が
ご
利
用
い
たた

だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す

だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
～～
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第７回とんだばやし認知症フォーラム　　　

「地域で活躍！」～みんなの力で元気な地域に～

　認知症は、糖尿病などの生活習慣病がリスクを高める要

因の一つであることから、早い段階からの食生活の改善や

適切な運動が大切です。また、自宅内での活動だけでな

く、地域活動に出向き社会参加をすることで、住民同士の

見守りや支え合いなど、より健康的で効果的な活動が期待

できます。

　今回のフォーラムでは、幅広い世代の人に生活習慣病対

策や認知症について理解していただくため、子どもたちの

読書感想文の発表や医療従事者、地域住民などによる講演

や事例発表を通じて、さまざまな予防法と先進的な地域の

取り組み事例を紹介します。

とき・内容　１１月１９日　

■午後０時３０分～１時３０分

◎ロコモ度テスト、血糖・血圧測定、もの忘れ簡易チェッ

クテスト、糖尿病食・介護食試食、健康・介護・栄養相談、

服薬ゼリー体験、パネル展示

■午後２時～

◎認知症に関する小・中学生の読書感想文の発表・表彰

◎認知症クイズ（クイズをしながら認知症予防のポイント

などを説明）

◎講演「やさしいまちづくり、やさしいひとづくり」「地域

で活躍！～期待されるあなたの力～」

◎地域での取り組みの発表

ところ　すばるホール４階銀河の間

定員　４００人（当日、直接会場へ）　参加費　無料

問い合わせ　高齢介護課（内線1８３）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
　

日
曜
交
付
を
実
施
し
ま
す

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
交

付
す
る
休
日
窓
口
を
次
の
日
程

で
開
設
し
ま
す
。
申
請
者
本
人

が
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き
　
　
月
６
日

、　

月
４

１１

１２

日

、
午
前
９
時
～
正
午
　

と
こ
ろ
　
市
役
所
地
下
会
議
室

（
日
曜
窓
口
コ
ー
ナ
ー
）

※
持
ち
物
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
窓
口
課

（
内
線
１
３
１
、
１
３
２
）

　
現
在
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
を
お
持
ち
で
、
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
内
に
有
効
な
電
子
証

明
書
が
搭
載
さ
れ
て
い
る
人

は
、
有
効
期
限
（
電
子
証
明
書

に
つ
い
て
は
発
行
か
ら
原
則
3

年
）
ま
で
ご
使
用
い
た
だ
け
ま

す
。
　
た
だ
し
、
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
へ
の
電
子
証
明
書
の
新

規
・
更
新
手
続
き
は
　
年
　
月

２７

１２

　
日
を
も
っ
て
終
了
と
な
り
ま

２２し
た
の
で
、
そ
れ
以
後
電
子
証

明
書
が
必
要
に
な
っ
た
場
合

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

申
請
し
て
い
た
だ
き
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
内
の
電
子
証
明

書
を
使
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
取
得
に
は
約
１
カ
月
か
か

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

※
電
子
証
明
書
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
オ
ン
ラ
イ
ン

の
申
請
や
届
け
出
を
す
る
際
、

他
人
に
よ
る
成
り
済
ま
し
や

デ
ー
タ
の
改
ざ
ん
を
防
ぐ
た
め

に
用
い
る
本
人
確
認
の
手
段
の

こ
と
で
す
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
内
閣
官
房
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
〔h

ttp
://w

w
w
.c
a

s
.g
o
.jp
/jp
/s
e
is
a
k
u
/b
a
n
g
o

se
id
o
/

〕
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い

て
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
が
開
設

さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
〔

０
１
２
０
　
０
（９５）

１
７
８
〕（
年
末
年
始
を
除
く
、

月
～
金
曜
日
＝
午
前
９
時
　
分
３０

～
午
後
８
時
、
土
・
日
曜
日
、

祝
日
＝
午
前
９
時
　
分
～
午
後

３０

５
時
　
分
）

３０

問
い
合
わ
せ
　
市
民
窓
口
課

（
内
線
1
3
1
、
1
3
2
）

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
搭
載
さ
れ
た

電
子
証
明
書
を
利
用
さ
れ
て
い
る
人
へ

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

第33回富田林商工祭

とき　１１月１３日、午前１０時～午後３時　※荒天中止。

ところ　レインボーホール（市民会館）

内容　青果の即売、管内事業所による即売、イベント、う

まいものコーナーなど

問い合わせ　富田林商工会〔(２５)１１０１〕

2016市農業祭

とき　１１月２３日、午前９時～午後２時３０分　※荒天中止。

ところ　石川河川敷川西グラウンド

内容　富田林産の新鮮な野菜・果物や花などの即売、大鍋

で煮た「えび芋」入り豚汁の振る舞い（午前１１時３０分ごろ

～、数量限定）など　※駐車場が大変少ないため、会場へ

はできるだけ公共交通機関をご利用ください。

問い合わせ　ＪＡ大阪南大伴営農経済センター〔(２５)

９３１１〕、農業振興課（内線４４３）

リサイクル良品展

とき　１１月２１日～２８日、午前９時～午後５時（土・日

曜日、祝日は除く）　ところ　市役所１階ロビー

内容　リサイクル家具の展示・抽選会（抽選会を１１月２８日

、午後１時に実施、市内在住の人が対象で２８日の正午ま

でに応募が必要です）、リサイクル品のお持ち帰りコー

ナー（不用となった植木鉢や図書、衣類などを無料配布し

ます。ただし、お一人のお持ち帰り数には限りがありま

す）、資源ごみの分別クイズ、啓発コーナー

問い合わせ　衛生課（内線１４８）
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夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
（
Ｄ
Ｖ
）
や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー

行
為
な
ど
女
性
に
対
す
る
暴
力

は
、
女
性
の
人
権
を
著
し
く
侵

害
し
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を

形
成
し
て
い
く
上
で
克
服
す
べ

き
重
要
な
課
題
で
す
。
内
閣
府

で
は
　
月
　
日

～
　
日

ま

１１

１２

２５

で
の
２
週
間
、
同
運
動
を
実
施

し
ま
す
。

　
期
間
中
、
女
性
に
対
す
る
暴

力
の
問
題
に
関
す
る
取
り
組
み

を
一
層
強
化
し
、
人
権
尊
重
の

た
め
の
意
識
啓
発
や
教
育
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

　
本
市
で
は
、「
特
設
女
性
の
た

め
の
電
話
相
談
」
を
次
の
と
お

り
受
け
付
け
ま
す
。
Ｄ
Ｖ
に
限

ら
ず
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
、
性
暴
力
な
ど
で
悩
ん

で
い
る
人
は
、
こ
の
機
会
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
子
ど
も
や
高
齢
者
を

虐
待
し
て
い
る
の
で
は
と
心
配

し
て
い
る
人
も
お
電
話
く
だ
さ

い
。
　
研
修
を
積
ん
だ
女
性
の
相
談

員
が
お
聴
き
し
ま
す
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
き
　
　
月
　
日

、
午
前
　

１１

２２

１０

時
～
午
後
６
時

電
話
番
号
　〔

　
０
５
６
７
〕

（２３）

問
い
合
わ
せ
　
人
権
政
策
課

（
内
線
４
７
４
）

●
全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　
法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で

は
、
人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局

職
員
に
よ
る
電
話
相
談
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。

と
き
　
　
月
　

日

～
　

日

１１

１４

２０


、
午
前
８
時
　
分
～
午
後
７

３０

時
ま
で
（
土
・
日
曜
日
は
午
前

　
時
～
午
後
５
時
ま
で
）

１０電
話
番
号
　〔

０
５
７
０（
０

７
０
）
８
１
０
〕

問
い
合
わ
せ
　
大
阪
法
務
局
人

権
擁
護
部
〔

０
６
（
６
９
４

２
）
９
４
９
６
〕

災害による被害を最小限に        　　　　　　
～山手町に自主防災会が誕生～

　新たに、山手町に自主防災会が結成され、消火器やヘル

メットなどの防災資機材が

配備されました。

　今後は、日頃の防災活動

や地域で発生した災害への

いち早い対応など、地域防

災の柱として住民の安全を

確保するための活発な活動

が期待されます。

　災害に強い地域を作るためにも、自主防災組織を結成し

ましょう。

問い合わせ　市消防本部警備救急課〔(２３)１１２５〕

11月は自転車マナーアップ強化月間です！
～自転車などの放置はやめましょう～

　みんなが使用する道路に自転車などを放置すると、街の

美観を損ねるだけでなく、歩行者や緊急車両の活動の妨げ

となります。

　人の迷惑にならないよう、道路上に自転車やミニバイク

などを放置しないようにしましょう。

　本市では、各駅周辺の道路に「自転車等放置禁止区域」

を指定し、区域内に放置されている自転車やミニバイクを

保管所へ撤去・移送しています。

　１１月は自転車などの放置防止の強化月間として、駅前放

置自転車クリーンキャンペーンを実施し、放置自転車など

の撤去・移送を強化します。

　撤去された自転車やミニバイクなどは、「第一自転車等保

管所」（若松町東一丁目６の２７〔(２６)３２３３〕）で返還してい

ますが、返還時に次のとおり移送・保管費用をいただきま

す。

・自転車　１５００円　

・ミニバイク　２０００円

※同保管所の地図および同放置禁止区域は、市ウェブサイ

トの各課のページ「道路交通課」をご覧ください。

問い合わせ　道路交通課（内線４１６）

11月は産業廃棄物不適正処理防止推進強化
月間

　土地の所有者・管理者が、土地の管理を適切にしていな

かったり、安易に土地を貸したりした結果、廃棄物が不法

投棄されたり、埋め立てられたりして、周りの生活環境に

も支障を及ぼすことがあります。

　このような場合、土地所有者などが多額の費用を負担し

て撤去しなければならなくなるケースもあります。このよ

うな事態にならないよう、土地の状況を定期的に監視する

など、管理を徹底しましょう。

　また、土地を他人に貸すときは用途を十分確認し、書面

で契約を結ぶようにしましょう。

問い合わせ　府産業廃棄物指導課〔０６(６２１０)９５７２〕

　「
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

と
は
、「
怒
る
と
き
は
上
手
に
怒

る
」「
怒
る
必
要
の
な
い
こ
と
は

怒
ら
な
い
」
な
ど
自
分
の
怒
り

の
感
情
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
変
え

る
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
す
。
ア
ン

ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
活
用
し

て
、
仕
事
や
家
族
、
周
り
の
人

と
の
人
間
関
係
、
子
育
て
な
ど

に
感
じ
る
イ
ラ
イ
ラ
と
上
手
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付
き
合
え
る
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に
な
り
ま

し
ょ
う
。

と
き
　
　
月
　
日

、　

月
５
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１２

日

、
い
ず
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も
午
後
１
時
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全
２
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と
こ
ろ
　
市
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９
０
４
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議
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対
象
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市
内
在
住
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在
勤
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申
し
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２０

の
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抽
選
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参
加
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無
料

申
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込
み
　
　
月
　
日

ま
で

１１
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に
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７
４
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a
b
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Ｅ
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１０

　
本
市
で
は
、
　

・
　

年
度
の

２９

３０

物
品
の
買
い
入
れ
、
修
理
、
売

り
払
い
と
管
理
等
業
務
の
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
を
追
加
受

け
付
け
し
ま
す
。
本
市
へ
の
入

札
参
加
を
考
え
て
お
ら
れ
る
人

は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
申
請
を

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
希
望
者
は
、
契
約
検
査
課
で

申
請
の
提
出
要
領
を
受
け
取
る

か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
各
課

の
ペ
ー
ジ
「
契
約
検
査
課
」（
用

度
係
入
札
参
加
資
格
申
請
・
物

品
等
）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
く
だ
さ
い
。
提
出
要
領
の
交

付
は
、
　

月
１
日

か
ら
で
す

１１

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

午
前
９
時
～
午
後
５
時
　
分
）。

３０

　
ま
た
、
上
下
水
道
事
業
の
入

札
参
加
を
希
望
さ
れ
る
場
合
も

契
約
検
査
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

提
出
方
法
　
　
月
　
日

～
　

１２

１２

１６

日

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
提

出
要
領
に
基
づ
き
作
成
し
た
書

類
を
郵
送
（
一
般
書
留
・
簡
易

書
留
郵
便
）、
ま
た
は
宅
配
便

で
契
約
検
査
課
へ
（
持
参
不
可
）

資
格
有
効
期
間
　
　
年
４
月
１

２９

日

～
　
年
３
月
　
日

の
２

３１

３１

年
間

問
い
合
わ
せ
　
契
約
検
査
課

（
内
線
４
７
８
、
４
７
９
）

秋の全国火災予防運動

　火災が発生しやすくなる季節を迎え、防火の重要性を理

解していただくため、１１月９日～１５日の間、「消しま

しょう　その火その時　その場所で」を標語に、全国一斉

に秋の火災予防運動が実施されます。

　市消防本部では、「安全・安心なまちづくり」をめざして、

火災防止対策を重点に巡回広報活動などを実施します。

防火図画コンクール入賞・入選作品決定

　同コンクールは、市消防本部と防火協会が「火の用心」

を呼び掛けるため、管内小・中学校の児童・生徒を対象に、

毎年実施しています。今年は、８６８点の応募の中から最優

秀賞２点、入賞・入選４６点の作品が選ばれました。

最優秀賞

・山下　祐香さん（小金台小学校１年生）

・藤本　真梨さん（藤陽中学校２年生）

　この２点を「秋の火災予防運動」のポスターとして使用

し、公共施設や事業所などに掲示します。

問い合わせ　市消防本部予防課〔(２３)１１２４〕

第30回「まちの樹・緑」図画コンクール入賞
作品決定

　（一財）市公園緑化協会では、市内小学校の児童を対象

に、同コンクールの作品を募集したところ、６６２点もの応募

があり、審査の結果、最優秀賞１点、金賞６点、銀賞１０点、

銅賞１３点の入賞が決まりました。

　最優秀賞および金賞の入賞者は、次のとおりです。（順不

同）

最優秀賞　

・竹下　日奈子さん（彼方小

学校６年生）

金賞　

・志摩　尚哉さん（彼方小学

校１年生）

・花岡　慶伍さん（喜志西小

学校３年生）

・内田　莉子さん（川西小学

校４年生）

・奥野　うたさん（小金台小

学校５年生）

・小穴　快音さん（藤沢台小学校６年生）

・内田　雄大さん（川西小学校６年生）

※入賞作品を１１月６日までけあぱる、９日～２７日ま

ですばるホールに展示します。また、市内の公共施設に入

賞作品と緑の情報を掲載した啓発冊子「グリーン・あい第

８２号」を備え付けていますので、ぜひご覧ください。

問い合わせ　同協会（内線４０９）
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参
加
資
格
審
査
申
請
を
追
加
受
け
付
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ

学校給食用物資納入業者登録申請を　
追加受け付け

　市小・中学校給食会では、２９・３０年度の学校給

食用物資納入業者の追加登録申請を受け付けます。

登録申請書の配布・受け付け　１１月７日～、富

田林学校給食株式会社（第一学校給食センター内）

で配布する申請書（小・中学校共通様式）に必要

書類を添付し、いずれも１１月１４日～２２日まで

（土・日曜日を除く午前８時～午後４時）に富田

林学校給食株式会社へ（郵送不可）

※受け付け後、審査の上登録します。

※その他、登録要件など詳しくはお問い合わせく

ださい。

問い合わせ　小学校給食用物資納入業者登録に関

することは第一学校給食センター内市小学校給食

会事務局（富田林学校給食株式会社）〔(５５)３４００〕、

中学校給食用物資納入業者登録に関することは第

一学校給食センター内市中学校給食会事務局

〔(３４)７１１０〕

▲
竹
下
さ
ん
の
作
品

▲

藤
本
さ
ん
の
作
品

▲

山
下
さ
ん
の
作
品



１１

介護就職デイ2016

　介護関係の仕事の面接会と相談会を開催します。

※参加事業所はハローワーク河内長野ホームページ〔http://

osaka-hellowork.jsite.mhlw.go.jp/list/nagano.html〕に記載。

とき　１１月１７日、１８日、午後２時～４時

ところ　ハローワーク河内長野２階大会議室（河内長野市昭栄

町７の２）　※当日、直接会場へ。

問い合わせ　ハローワーク河内長野〔(５３)３０８１〕

消費のサポーターを派遣します

　近年、高齢者を狙った悪質な商法が増加しています。そのよ

うな商法にだまされないようにするため、老人会や自治会など

の集まり（１０～５０人まで）に「消費のサポーター」を派遣し、

悪質な手口の内容とその対策、注意点などの情報を提供しま

す。講座時間は３０分～１時間程度です（費用無料）。　土・日曜

日も派遣しますので、日時などについてはご相談ください。

問い合わせ　商工観光課（内線４８３）

若者就職応援フェア in 南河内

　就職について悩みや疑問のある１５歳からおおむね４０歳代前半

までの人および子どもの就職で悩んでいる保護者などを対象

に、セミナー、グループワーク、個別就職相談会を実施します。

とき・内容・定員　１１月２４日

●セミナー「面接官が口をそろえて答えるコレだけは押さえて

ほしいたった１つのスキル」（午後１時１５分～２時１５分、定員３０

人）

●グループワーク「就職活動の仲間作りませんか？」（午後２時

３０分～３時３０分、定員１０人）

●個別就職相談会（午後１時～、午後２時～、午後３時～の１

回５０分、定員９組）

ところ　キックス（河内長野市昭栄町７の１）

参加費　無料

申し込み　１１月７日～、商工観光課〔（内線４８１）・(２６)２０２０〕

へ

※いずれも申し込み先着順、ファクスで申し込む場合は、住所、

氏名、年齢、電話番号、参加希望のイベントを明記してくださ

い。

※当日は府総合労働事務所の職員による労働相談も同時開催し

ますので、賃金カット、職場におけるハラスメントなどについ

て相談のある人はお越しください（年齢不問、当日直接会場

へ）。

～もっとよくなる！あなたの職場～   　　　　　
ハラスメント防止対策セミナー

とき　１２月９日、午後２時～４時３０分

ところ　キックス（河内長野市昭栄町７の１）

内容　職場におけるハラスメントについての基礎知識や対応方

法について

対象者　中小企業経営者、労務管理担当者、労働者など

定員　５０人（申し込み先着順）　

参加費　無料

申し込み　１１月７日～、府総合労働事務所南大阪センター

〔０７２(２７３)６１００〕へ
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